
第１１回全員協議会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和４年３月１１日（金曜）    午後１時３０分 開会 

 休 憩 13:51-14:40 

午後２時５２分 閉会 

会 議 場 所 ３階委員会室＜オンライン出席（O）＞ 

出席議員  

氏   名 

議 長 早苗  豊 議 員 寺町平一 議員 堀切 忠（O） 

副議長 常通 直人 議 員 鈴木健充 議員 橋本和仁（O） 

議員 西尾一則（O） 議 員 中村和宏 議員 中田智惠子（O） 

議員 柴田正博（O） 議 員 立川美穂（O） 議員 黒田栄継（O）  

議員 広瀬重雄（O） 議 員 梶澤幸治（O）  

 議 員 渡辺洋一郎（O）  

欠席議員  

氏   名 

議員 正村紀美子   

   

説明等に  

出席した  

者 の 氏 名 

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦 同主査 上田 瑞紀 

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

議長が開会を告げ、当協議会はオンライン会議（芽室町議会会議条例等運用規則第

３３条の２）である旨を説明し、議員１０名のオンライン出席及び正村紀美子議員の

欠席を報告した後、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

２ 議 件 

ア 令和３年度議会費補正予算案について  資料１ 

イ 令和３年度議員自己評価について    資料２ 

ウ 議会活動の外部評価の手法について   資料３ 

エ 議員定数と報酬のあり方について    資料４ 

 

３ その他 

                                        

２ 議 件 

（１）協議事項 

ア 令和３年度議会費補正予算案について  資料１ 

・総務係長：資料説明（３月定例会議最終日に提案予定。執行額確定による不用額の

減額補正の旨説明。） 

・議 長：意見・質疑はないか。 

・（意見・質疑なし） 

・議 長：説明内容のとおり、最終日に本会議提案とする。 



イ 令和３年度議員自己評価について  資料２ 

・事務局長：第２９回議運（３月４日開催）において、今年度は前年同様の手法で実

施する方針としたことから、全議員により協議、決定したい旨の説明（根拠、経

過、課題、今後の展開）。資料２－２参照。 

・議長：意見・質疑はないか。なければ実施日程について、議運委員長から説明を求

める。 

・中村委員：４月１日を期限として実施したい。 

・議長：本日決定後、速やかに事務局から発出することで良いか？ 

・中村委員：昨年同様の手法で実施したい。 

（意見・質疑なし） 

・議 長：提案どおり、決定する。 

 

ウ 議会活動の外部評価の手法について   資料３ 

・事務局長：第２９回議運（３月４日開催）において、外部評価の手法案及び今後の

取組み方針を整理したことから、全議員により協議、決定したい旨の説明（経緯、

北大公共政策大学院による研究結果の概要、外部評価手法案、今後の取組み）。資

料３－２、３－３参照。 

・議 長：意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・議 長：提案どおり、決定する。 

 

エ 議員の定数と報酬のあり方について  資料４ 

・事務局長：資料説明＜第１０回全員協議会（２月１５日開催）分科会における協議

結果を踏まえて、第２８回議運（２月２１日開催）で整理した５項目（常任委員

数・委員会数・議員定数・政務活動費・費用弁償）の考え方を分科会で協議する旨

の説明＞ 

・議 長：本日の協議事項について、意見・質疑はないか？ 

・中村委員：「議員定数と報酬のあり方」に関する資料をクラウド（電子図書室）に

保存しているので、適宜、参照いただきながら議論を重ねていただきたい。 

・（意見・質疑なし） 

・議 長：ここで本休憩とする。分科会（ブレイクアウト・ルーム）を開催していた

だきたい。 

 

・議 長：休憩を取り消し、会議を再開する。各グループから協議の概略を報告いた

だきたい。 

・常通議員：「グループ１」の報告をする。「１.常任委員数（委員会構成人数）」「２.

委員会数（常任委員会数）」「３.議員定数」については了。「４.政務活動費」の方

向性は了。ただし書きやなお書きについては、令和４年度中に一定の議論をする

旨の記述をすべきとの意見あり。「５.費用弁償」については、了。 

・黒田議員：「グループ２」の報告をする。「１.常任委員数（委員会構成人数）」及び



「２.委員会数（常任委員会数）」「３.議員定数」は了。また、「１」か「３」のい

ずれかに、当議会においては、委員外発言制度が規定されており、そのことにより

重複所属を必要としない旨の記述を検討すべきとの意見あり。「４.政務活動費」

は、検討課題に掲げた事項について、具体的なスケジュール設定をし、議論する旨

の記述をしてはとの意見あり。「５.費用弁償」については、時間不足のため深堀の

議論に至らず。 

  ・鈴木議員：「グループ３」の報告をする。「１.常任委員数（委員会構成人数）」及び

「２.委員会数（常任委員会数）」については了。「３.議員定数」については、これ

までの間、専門家からの講演等により知見を得たことを踏まえて、議会機能の堅

持と人口規模との関連を記述すべきとの意見あり。「４.政務活動費」は了。「５.費

用弁償」については、他の公職者等との関連のみを根拠としつつ、宿泊費等は実態

とのかい離を是正すべき課題を記述すべきとの意見があった。 

  ・議 長：次回議運において、今回の協議結果を踏まえて、改めて議論を深めていた

だき、その結果を次回の全員協議会で共有する流れとする。 

 

３ その他 

・議 長：「その他」で各議員からないか？ 

・議 長：意見・質疑はないか？ 

・（意見なし） 

・議 長：以上で会議を終了する。 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者  ０名 合 計 ０名 

記載のとおり報告する。 

  

令和４年３月１１日 

芽室町議会議長 早 苗  豊 

 

 


